相模原市社会福祉功労者表彰実施要領

(趣旨)

第１条　この要領は、相模原市社会福祉功労者表彰要綱(平成１５年４月１日施行。以下「要綱」という。)第９条の規定に基づき、表彰の実施について必要な事項を定めるものとする。

(表彰対象者)

第２条　要綱第３条第１号に規定するものは、次の各号のいずれかに該当するものとする。

（１）身体障害者福祉法(昭和２４年法律第２８３号)第１５条第４項の規定により身体障害者手帳の交付を受けた者で、身体障害者福祉法施行規則(昭和２５厚生省令第１５号)別表第５号に規定する障害等級が４級以上又はこれに準ずる者、知的障害者福祉法(昭和３５年法律第３７号)に規定する知的障害者又は精神保健及び精神障害者福祉に関する法律(昭和２５年法律第１２３号)第５条に規定する精神障害者のうち自立更生したもの
（２）障害者の文化又はスポーツの向上に寄与し、その業績が全国規模の大会で優勝又はこれに準ずるもの

２　要綱第３条第２号に規定するものは、５年以上にわたり、かつ、通算で１００万円以上の寄附又はこれに相当する物品の寄贈を行ったものとする。
３　要綱第３条第３号に規定するものは、次の各号のいずれにも該当するものとする。

（１）社会福祉施設の運営に対し協力し、若しくは援助したもの又は社会奉仕活動をして社会福祉の向上に特に貢献したもの

（２）前号の活動期間が１０年以上にわたり継続しているもの

（３）相模原市内を主な活動範囲とするもの

４　要綱第３条第５号に規定する里親は、１５年以上登録し、顕著な活動を行ったものとする。
５　要綱第３条第６号及び第７号に規定する社会福祉施設は、社会福祉法(昭和２６年法律第４５号)第２条に規定する社会福祉事業を実施するもので、相模原市に所在するものとする。
６　要綱第３条第６号に規定する社会福祉法人の役員は、次の各号のいずれにも該当するものとする。

（１）常勤的体制で配置され、１５年以上従事した者

（２）社会福祉法人は、その主たる事務所が相模原市に所在するもの
７　要綱第３条第６号に規定する社会福祉施設の長は、次の各号のいずれかに該当するものとする。

（１）施設の長として１５年以上従事した者

（２）施設の長として２年以上従事し、かつ、施設での勤務の経歴を通算して１５年以上従事した者

８　要綱第３条第７号に規定する者は、１５年以上勤務したものとする。
９　要綱第３条第８号及び第９号に規定する社会福祉関係団体は、相模原市に所在し、相模原市内を主な活動範囲とする当事者団体、家族会、自助グループとする。

１０　要綱第３条第８号に規定する者は、次の各号のいずれかに該当するものとする。

（１）役員として１０年以上従事した者

（２）運営若しくは活動に１０年以上貢献し、顕著な功績があった者
１１　要綱第３条第９号に規定する社会福祉関係団体は、１０年以上活動するものとする。
１２　要綱第３条第１１号の市長が特に認めるものは、児童、高齢者、障害者等の福祉向上に尽力したもので、その功績が顕著であり、かつ、その活動が他の模範となるものとする。

１３　要綱第３条第６号及び第７号に規定する者の年数の算定に当たっては、年数を通算することができるものとする。

１４　神奈川県内に所在する法人間の異動又は同一法人内の施設での異動等があった場合は、当該異動等の前の経歴で同等のものを通算することができる。
 (委任)

第３条　この要領に定めるもののほか必要な事項は、別に定める。

附　則

この要領は、平成１５年４月１日から施行する。

附　則

この要領は、平成２１年１月１日から施行する。

附　則

この要領は、平成２７年４月１日から施行する。
附　則

この要領は、平成３０年５月１日から施行する。
